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 夜一人で、電灯があまりない場所や暗い

道を通って帰らなければならない時、不安

を感じながら帰った経験はないでしょうか。

今でも私は暗い場所が嫌いですが、子ども

時代は今よりも更に暗い場所が嫌いでした。

勝手に決めつけてはいけませんが、暗い場

所と明るい場所なら、暗い部屋と明るい部

屋なら、明るい場所や部屋を好む人が多い

のではないでしょうか。 

 私たちは生きていますと、辛い経験をし

ます。もちろん順風満帆な時もあります。

何をやっても上手くいく経験をすることも

あります。しかし、先も見えず、暗いトンネ

ルの中を歩むような経験をすることもあり

ます。むしろ、その方が多いようにも思え

ます。家庭の問題があります。夫婦関係、親

子関係などが上手く行かず、悩まされるこ

とがあります。学校で勉強についていけな

かったり、友だちとの関係がこじれたり、

時にいじめられることもあります。会社で

も一生懸命仕事をしても業績が伸びなかっ

たり、上司との関係が上手く行かなったり、

不況になればリストラということもありま

す。たとえ無事に定年を迎えても、老後の

不安、病気への不安もあります。私たちの

人生には、不安が付きまといます。まさに

「暗い道」を一人で歩いているような感覚

を覚えることが多くあります。道路が真っ

暗な場合なら、電灯が一つの助けになりま

す。現代では、コンビニの明かりにホッと

するということもあるかもしれません。 

しかし、これが人生の「暗い道」であった

あなたのみことばは、私の足のともしび、  

私の道の光です。 【詩篇 119 篇 105 節】

 



～集会案内～ 

〇日曜日：聖日礼拝 10:30～11:45   〇水曜日：聖書研究祈祷会 10:30～12:00 

教会学校  9:00～10:00                19:30～21:00 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人

やモルモン教、統一教会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

場合、どうでしょうか。明かりもない、暗い

トンネルの中を一人で歩いているなら孤独

です。それこそ「電灯」や足元を照らしてく

れる「懐中電灯」が必要になります。今月の

聖書のことばには、人生における「電灯」

「懐中電灯」の役割を果たしてくれるもの

について記されています。それは「みこと

ば」です。これは、簡単に言いますと「聖書」

のことです。聖書は、足のともしびであり、

道の光だと言います。当たり前の話ですが、

聖書が書かれた時代（2000～3300年前）は、

街灯などない時代です。ですから、この言

葉の意味がより深く理解できたことでしょ

う。聖書のことばは、私たち人間の足元を

照らしてくれます。先ほども記した通り、

生きていますと暗黒と思える状況に出くわ

すことがあります。しかし、そんな時に聖

書のことばに触れるなら、足元が照らされ、

私たちが行くべき道に光があてられます。

暗い道を歩んでいますと、道を間違えたり、

行き先が分からなくなったりすることがあ

ります。しかし、聖書のことばによって道

を、足もとを照らしてもらうとき、私たち

は正しい道を行くことが出来ます。是非と

も聖書のことばに触れてください。暗い道

を照らす聖書のことばに触れてください。

毎週日曜日に、教会では聖書の話がありま

す。どうぞ、その聖書の話に耳を傾けてく

ださい。また、個人的に聖書を学んでみた

いという方、大歓迎です。ご連絡ください。

いつでもお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆コラム 

8月 19日～24日まで宮城県石巻市にある

教会を訪問しました。個人的にはこれで9

回目の訪問となりました。これまでは仮設

住宅を訪ね、物資配布や集会所でお茶を飲

んでお話をする活動（傾聴）を行ってきま

した。しかし、今回は、この活動以外に、

復興住宅に入居された方もおられたため、

復興住宅を訪問し、コンサートの案内など

を配布する活動も行いました。その際に玄

関先で状況をお伺いすると、夏にも関わら

ず結露が出たり、これまで仮設住宅で築い

た人間関係を再構築する必要があったり

と復興住宅に移ってもなお、課題があるこ

とを感じることが出来ました。メディアで

報道されることは減り、関東にいると復興

が進んでいるかのように感じますが、現地

を訪れますと、今なお支援が必要であるこ

とを覚えます。阪神大震災を経験し、東日

本大震災も経験された牧師先生は、阪神大

震災の時と同じことが起ころうとしてい

る（孤独の問題等）と危惧を覚えておられ

ました。先が見えない暗やみの中におられ

る方々に、聖書の光が差し込むことを祈ら

ずにはいられません。 


